
	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２４年度
	高
	２７６２


課題解決・専門性向上講座（高・工業）
～スキルアップで授業が生き生き～

１　ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ものづくりに関わる実践的な技術･技能を身につけ，授業(工業科の実習指導)への活用を図る。　
２　対象及び定員　
工業科，総合学科を有する高等学校で工業科目の授業(実習の指導を含む)を担当する教員（講師，実習助手を含む）。

　　　　　　　　　Ｇ１（機械分野）　　：定員１０名

　　　　　　　　Ｇ２（電気分野）　　：定員２０名

　　　　　　　　Ｇ３（デザイン分野）：定員１０名

３　期　日　　　  Ｇ１（機械分野）　　：８月６日（月）～７日（火）　　　
　　　　　　　　  Ｇ２（電気分野）　　：８月７日（火）～８日（水）
　　　　　　　　  Ｇ３（デザイン分野）：８月７日（火）～８日（水）
　　　　　　　　              
４　会　場　　　　Ｇ１（機械分野）

　　　　　　　　　　ＫＹＢ(カヤバ工業)株式会社　岐阜南工場 人財育成センター

 　　　　　　　　　 〒509-0297　岐阜県可児市土田５０５
　　　　　　　　　Ｇ２（電気分野）

　　　　　　　　　　国際たくみアカデミー 職業能力開発短期大学校　
　　　　　　　　　　〒505-0004　美濃加茂市蜂屋町上蜂屋３５４５－３
　　　　　　　　　Ｇ３（デザイン分野）

　　　　　　　　　　高山工業高等学校
　　　　　　　　　　〒506-0032　岐阜県高山市千島町２９１番地
　　　　　　　　　　                　
５　当日持参物    作業服(工業科の実習で普段利用しているもので可)
               （持参が必要な工具等については，後日，受講者に直接連絡します。）
６　事前提出資料　なし
７　日程と内容

【Ｇ１：機械分野】機械系教員に必要な「ものづくり」に関する基礎知識と技術･技能の習得 

・機械系技術者に必要な安全衛生管理の手法

　・旋盤実習における安全作業のポイント

　・旋盤加工における切削条件，四つ爪チャックの芯出し，ねじ加工，テーパ加工，偏芯等に関す

る技術･技能等

	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日

8/6
(月)

	９：３０

　９：４５
	【オリエンテーション】
・開講式

・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	　９：４５
　
１０：４５

１１：４５
	【講義】

・機械技術者に必要な安全･衛生･管理
　（安全衛生、安全作業）
【実習】

・旋盤実習の安全作業のポイント

・切削工具と測定器具
	ＫＹＢ株式会社

人財育成ｾﾝﾀｰ

柴田 清 氏

栗本 利秋 氏

	
	１２：３０

１６：３０
	【実習】
・四つ爪チャックの芯出し方法(大小丸材･角材)
・材質違いの外径切削による切粉･面粗度確認
・材料φ径違いによる切削条件の違い


	同上

	第２日

8/7
(火)

	９：３０
１１：４５
	【実習】（前日の続き）
・ねじの加工方法
・昨年度の「ものづくりコンテスト(旋盤作業

部門)」の課題作成
	同上

	
	１２：３０
１６：００
	【実習】

・昨年度の「ものづくりコンテスト(旋盤作業

部門)」の課題作成
	同上

	
	１６：００
１６：３０
	【研修のまとめ】
・質疑・応答

・閉講式，アンケート

	同上

講座担当者



【Ｇ２：電気分野】リレーシーケンスに関する技術･技能の習得 
　・有接点シーケンス制御の基本技術(回路設計，配線実習)

　・リレーやタイマの点検と修復

　・保全作業板の製作(部品取付，配線，動作確認)

　・技能検定「機械保全技能士(電気系保全作業３級)」程度以上の技能習得等
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日
 8/7
(火)

	９：３０
９：４５
	【オリエンテーション】
・開講式

・講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者


	
	９：４５
　

１２：００
	【講義･実習】「有接点シーケンス回路の設計」
・タイムチャート，図記号
・設計の基本ポイント　

・練習課題の実施
	元㈱豊田自動織機 技術技能ﾗｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ技能五輪ｸﾞﾙｰﾌﾟ

衣笠 繁一 氏
教育研修課

　 各務 友浩 氏

	
	１３：００

１５：００

１６：３０
	【実習】「配線実習」

・圧着方法，リレー及びタイマの端子番号

・配線方法のポイントと注意事項

・練習課題（有接点シーケンス回路の製作）

【実習】「リレー，タイマの点検と修復」

・不良原因と調査要項
・有接点シーケンス回路の点検調査要領と注意事項
・練習課題
	同上

	第２日
8/8
(水)

	９：３０

１２：００
	【実習】電気系保全作業板の製作
・部品の取付，配線，動作確認
	同上

	
	１３：００

１５：００
	【実習】

・練習課題
	同上

	
	１５：００

１６：００
	【講義】

・２級について

・PLC(Programmable Logic Controller)を使ったシーケンス回路について
	同上

	
	１６：００
１６：３０
	【研修のまとめ】
・質疑・応答

・閉講式，アンケート
	同上

講座担当者



【Ｇ３：デザイン分野】材料の特性を生かした木材加工の基礎技術の習得 

　・木材の性質と特性，木工デザインの基礎知識

　・木材加工に必要な「工具」と「木工機械」の使い方

　・木材を使った「切断」「切削」「穴あけ加工」「組立て」「仕上げ加工」等

	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	第１日
8/7
(火)

	９：３０

　９：４５
	【オリエンテーション】
・講座の目的，趣旨，日程説明等


	講座担当者


	
	　９：４５　

１２：００
	【講義・実習】

「木材の性質と特性について」

・材料の種類と特性

・木工デザインの基礎知識
	高山工業高等学校

建築インテリア科
室谷 伸治 教諭

	
	１３：００

１６：３０
	【講義・実習】

「木材加工について」

・工具の使い方

・木工機械の操作の仕方
	同上

	第２日
8/8
(水)

	９：３０
　

１６：００
	【実習】

・切断，切削，穴あけ加工

・組み立て

・仕上げ加工
	同上

	
	１６：００
１６：３０
	【研修のまとめ】
・質疑・応答

・アンケート
	同上

講座担当者


□備　考
・本講座は工業科の高度な実習指導ができる程度の技術･技能の習得を目指していますので，受講者には,「工業科の当該分野※に関する基礎知識」と「基本的な工具が使える程度の技術･技能」が必要です。　(※) Ｇ１:機械分野，Ｇ２:電気分野，Ｇ３:デザイン分野
・安全な作業ができるよう服装等に留意するとともに，体調を整えておいてください。
・実習に使用する持参工具や持参機器がある場合には，手入れを事前に済ませておいてください。
・実習に必要な工具や材料等の詳細は，受講確定者に,岐阜県高等学校教育研究会工業部会の関係
分科会から直接連絡します。（講座開催日の１ヶ月前までに連絡する予定）
・欠席，遅刻，早退などの手続は「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。（連絡先　学校支援課 産業教育(工業)担当  ０５８－２７２－１１１１  内線３６９９）
平成23年度受講者の声





『実技講習(実習)』を通して，工業科の実習指導に必要な技術･技能の向上(スキルアップ)を図ることができました。他の先生方も，ぜひ受講されることをお勧めします。








